
⑦ 旧国立駅舎の再築とその利活用 (1)

• 旧国立駅舎は大正15（1926）年の創建当時の姿に文化財として再築しました。

• 再築用地は約648㎡の土地です。そのうち、約138㎡はもともと市が所有して
いた土地で、残り約510㎡は、ＪＲ東日本のご協力により、平成29（2017）年
2月に取得した土地です。

• 再築位置は、駅周辺の歩行者動線の検討やＪＲ東日本との協議の結果、元の位
置から西方向に約3ｍ、南方向に約5ｍ移動した位置とし、駅利用者の歩行者
動線を阻害しない場所としています。

令和2（2020）年4月6日に国立のシンボルである旧国立駅舎がオープンしました。
市の情報発信、観光案内と共に様々なイベントが開催されております。

市内外の人々が集う交流拠点

さまざまな出会いが生まれる「まちのラウンジ」

市内情報発信・回遊性の向上

まちの魅力が集まり広がる「くにたちと出会う玄関口」

文化の発信

文教都市にふさわしい「歴史・文化・芸術の発信拠点」

■活用コンセプト

三角屋根で“まちあわせ”
元々の駅舎としての機能の一つに「待ち合わせ」があります。

これに「まち全体をつなぐハブ機能」や「まちの情報発信機能」といった、
くにたちのまちと出会う「街会わせ」という意味を込めました。

■キャッチフレーズ

※「旧国立駅舎活用方針報告書（平成30（2018）年3月）」より



⑦ 旧国立駅舎の再築とその利活用 (2)

※令和3（2021）年度 4/4～3/31：対象355日間（51週間）


